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本資料はEMCパートナー様がUnity及びUnityVSAに対する機能の把握や情報収集、
製品知識の総合的なスキルアップ等を目的としております。

この資料を作成するにあたりEMCの社内環境で構築したため、資料内の動作結果が
パートナー様の個別環境と異なる内容、結果になる可能性があります。

パートナー様の検証環境にてUnityVSA環境をご構築頂けることを前提に、各種技術
情報やセットアップ手順、設定及び運用内容に至るまで事細かく記載しておりますので、
製品のデモや機能確認、販売促進活動等に十分にご活用頂ける事を期待しております。

この資料はVMwareならびにWindowsその他OSの基本操作、CLIコマンドの入力及び
実行ができるスキルを持った方が対象となります。Unityの操作GUI：Unisphereの操作

は非常に容易ですが、操作内容やオペレーション等、説明に関しましては製品マニュア
ルに記載されている内容を主としますので実際の運用時には参照して下さい。

※なおこの資料は参考資料です。文責及び正確性並びにご質問等に関してはご容赦下さい。

本資料の目的
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UnityVSA

概要ご紹介
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2015年にリリースされた前身のvVNXは無償の評価版としての提供でしたが、2016年
のEMC Worldにおいて Unity が正式発表となり、同時にSoftware Define Storage
（SDS）のUnityVSAも正式プロダクトとしてリリースされました。

UnityVSAはロゴにある通り、VMware（ESXi）上に仮想アプライアンスとして展開しま
す。vVNXと同じくストレージプロトコルとしてCIFS/NFSに加えiSCSI及びVVOLが利用
できますので、NAS/Blockを統合したUnifiedストレージとして使用する事ができます。
またCloud環境のプラットフォームがVMwareであればCloudに置くことも出来ますので、
UnityからのReplication先にCloud環境を使うなどのHybrid運用も想定出来ます。

UnityVSAはCommunity Edition（最大4TB）であれば無償でご利用頂けますが、サ
ポートは限定的となります。有償サポートや4TB以上の容量が必要な場合は容量単
位（10TB,25TB,50TB）の年間サブスクリプションライセンスをご購入頂くことで、
Professional Editionにアップグレードされ拡張サポートが有効になります。

UnityVSAとは？
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動作概要

UnityVSAは仮想環境上で動作するストレージです。HypervisorはVMware環境で動作します。

管理ネットワークNIC

データ用ネットワークNIC

（iSCSI/NAS/Replication）NIC x4

（各NICはProtocol混在可能）

vDISK

最大16本
4TB（無償版）

無償版に関するサポートはEMCコミュニティネットワーク（ECN）で実施します。

https://community.aveksa.com/community/products/unity

システム
86GB
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ハードウェア版Unityとの機能比較

UnityVSAはHW版Unityと比較して一部サポートされない機能があります
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ハードウェア版Unityとの機能比較

UnityVSAはHW版Unityと比較して一部サポートされない機能があります
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動作要件

Unity VSAの動作要件です。ESXiのバージョンは5.5若しくは6.0です。
それなりのHW_Specを要求しますのでご注意ください。
Core-i等のPC向けのCPU環境ではデプロイ後の起動時にCPU種別エラーになります。

iSCSI/NAS：10GbE（推奨）
管理ポート、Replication：1GbE以上
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UnityVSA

環境構築手順
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インストール手順
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インストール手順
http://japan.emc.com/products-solutions/trial-software-download/unity-vsa.htm

EMCのダウンロードサイトより
最新のUnityのOVAテンプレー
トファイルをダウンロードします。
（約2.3GB）
基本的に最新バージョンの
OVAをダウンロードして下さい。

例）
「UnityVSA-4.0.1.819xxxx.ova」
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インストール手順

UnityVSAはvCenterの「Deploy
OVF Template」にてDeployします。
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インストール手順

ソースの選択でOVAファイルを
指定し「開く」をクリックします。

ファイルの指定が完了したら「次
へ」をクリック。

※ブラウザへ「VMware Client
Integration Plug-In」が必要な
メッセージが表示されたらプラグ
インをインストールして下さい。
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インストール手順
左記のワーニングが出た場合は
「追加の構成オプションの承諾」に
チェックを入れ「次へ」をクリック。

「次へ」をクリック

「次へ」をクリック

名前を入力（UnityVSA01）
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インストール手順

リソースプールが作成してある
場合は指定してください。

「次へ」をクリック

OVFを展開するストレージを指定しま
す。推奨はVMFSボリュームで「シック
プロビジョニング Eager Zeroed」です

「次へ」をクリック
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インストール手順

UnityVSAのSystem Nameを指定
します。（ここではUnityVSA01）

「次へ」をクリック

UnityVSAの各NICを接続するvSwitchを指定
して下さい。(ここはSkipして後からvCenterで
変更可。但しManagement Networkはこの後
でConnection Utilityを実行するマシンと同じ
セグメントのｖSwitchを指定して下さい)

「次へ」をクリック
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インストール手順

「次へ」をクリック

入力内容等に問題がないか
確認をしてください。

「UnityVSA01」が
生成されていてば完了

タスクの実行結
果を確認

これでUnityVSAのデプロイが完了しました。
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インストール手順
UnityVSAの電源をONにします。
起動まで15～20分程度待ちます。

Loginまでは数分～十分程度で表示されますが、全てのService

が起動するまで20分程度かかりますのでお待ちください。
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初期セットアップ （Connection Utility）
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初期セットアップ

https://download.emc.com/downloads/DL69816_Unity_Connection_U
tility_(Windows_32-bit).exe?source=OLS

UnityVSAの初期セットアップを実
行するには「Unity Connection
Utility」を使用します。

EMC Supportにて検索をすると表
示されますので事前にダウンロー
ドをしてください。
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初期セットアップ

Connection Utilityをインストールします。動作環境とし
ては指定バージョンのJAVAが必要です。言語選択で
日本語を選択し、後はメッセージ通りに進んで下さい。
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初期セットアップ
特にインストール場所の指定が無ければその
ままインストールを継続します。
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初期セットアップ インストール完了後、Connection Utilityを起動します。
※Connection Utilityを実行するマシンはUnityVSAの
Management Portと同じセグメントのネットワークに置
いてください。
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初期セットアップ
UnityVSAの電源が入っていることを確認して「自動
検出」→「次へ」「検出」を実行します。
※起動後20分以上経たないと検出されない場合があります。

問題がなければUnityVSAが自動検出されます
※検出されない場合は次頁を参照して下さい



26© Copyright 2016 EMC Corporation. All rights reserved.

初期セットアップ
UnityVSAが検出されない場合、Connection Utilityを実
行しているマシンのファイヤーウォール等が影響してる
場合がありますので、その場合は一時的に無効にして
下さい。Windows Server 2012の場合はPowerShellで以
下のコマンドを実行します。

・ファイアウォール無効化
Get-NetFirewallProfile | Set-NetFirewallProfile
-Enabled false (有効にする場合は True）

なお、PCの場合はウィルススキャン系のセキュリティで
ブロックされている場合がありますので、該当サービスを
一時的に停止させて下さい。
（例： 「McAfee Host Intrusion prevention Service」 等）
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初期セットアップ

「次へ」をクリック

初期化したいUnityVSAを選択します
複数ある場合は各コンソール画面を確
認してシリアル番号を確認して下さい。

Deploy時に指定した名前が入ってま
すが、ここで変更が可能です。

管理コンソールのIPを入力します。
今回の環境ではIPv4のみ指定し、
固定IPを指定します。ここではIPv6
は無効にします。
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初期セットアップ

内容を確認して問題がなければ
「構成」をクリックします。

5～10分程度で構成処理が完了します。
確認をして「完了」をクリックします。
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初期セットアップ
ブラウザより先ほど指定をしたUnityVSAの
IPアドレスを指定してLoginします。

初期Login情報（固定）
admin
Password123#

Unisphere Configuration Wizardが起動しま
すので「Next」をクリックします。
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初期セットアップ

ライセンス条項を承認して「Next」をクリックします。

adminのパスワードを変更します。（同一PW2回入力）

Serviceアカウントのパスワードも指定できますが、
検証環境の場合同じパスワードでもOKです。
Adminと同じパスワードを使用する場合はチェックを
入れます。

この検証環境では
Password123!

と2回入力しますが大文字、
小文字、数字、記号等を混在
させた単純ではないパスワー
ドを指定して下さい。
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初期セットアップ

次にライセンス認証を行います。
上記の「Get License Online」をクリックしてもLicense 
Request Formにうまくリダイレクトされない場合は以
下のLinkに直接アクセスをして下さい。
https://www.emc.com/auth/elmeval.htm
右のFormが表示されますので、上記のUUIDを入力
し、UnityVSAを指定してSubmitをクリックしてください。
（コピペ可能）

XXX

XXX



32© Copyright 2016 EMC Corporation. All rights reserved.

初期セットアップ
License申請が承認されるとダウンロードが可能に
なります。「Download」をクリックして適当なフォルダ
に保存して下さい。
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初期セットアップ

「Install License」をクリックして先ほど保存し
たLicenseファイルを指定します。
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初期セットアップ
Licenseファイルを指定したら「Finish」を
クリックします。
正常に処理が終了したら「Close」をクリック
します。これでライセンスの適用は完了です。
「Next」をクリックします。
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初期セットアップ
次にDNSサーバーの設定をします。
「Aｄｄ」をクリックしてDNSサーバーのIPア
ドレスを入力して「Add」をクリックします。
DNSサーバーが反映されたら「Next」をク
リックします。（後から設定する場合は何も
入力せずに「Next」をクリックします。後程
Unisphereから設定をします）
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初期セットアップ
次にNTPサーバーの設定をします。
前頁のDNSと同じく「Aｄｄ」をクリックして
NTPサーバーのIPアドレスを入力して
「Add」をクリックします。
NTPサーバーが反映されたら「Next」をク
リックします。（後から設定する場合は何も
入力せずに「Next」をクリックします。後程
Unisphereから設定をします）

NTPは存在しないIPを入力するとエラーになり
ます。その場合は入力したIPを削除してスキッ
プして下さい。 ※NTPを登録しないとNASサーバーでAD環境が

使用出来ない場合があります。
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初期セットアップ

次にPoolの設定をしますが後からでも設定
が可能なのでここではそのまま「Next」をク
リックしてスキップします。

Alertを飛ばすEmailやSMTPの設定も後から
出来ますのでスキップします。
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初期セットアップ

iSCSIも後からでも設定が可能なので
ここではそのまま「Next」をクリックして
スキップします。

NAS Serverも後から設定が出来ますので
ここではスキップします。
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初期セットアップ これでUnityVSAの初期セットアップは完了で
す、「Close」をクリックしてセットアップを終了
して下さい。
その後Unisphereが起動しますので、今後は
Unisphereよりオペレーションを実施します。
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初期セットアップ（initCLI）
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初期セットアップ（initCLI）

UnityはConnection Utility以外でも
InitCLIを使用すればCLIにて直接ホス
ト名、IPアドレスの設定が可能です。
Connection Utilityで指定されたJAVA
のバージョンが古くてPC環境で使用で
きなかったり、効率よくセットアップを実
施したい場合などにご利用下さい。

InitCLIを入手するにはEMC Supportよ
りダウンロードをして下さい。

なお、ダウンロードしたexeファイルが
実行ファイルです。ファイル名が長いの
で（Unity-initcli-4.0.0.1.2825.exe）ここで
はinitcli.exeにリネームして使用します。
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初期セットアップ（initCLI）
コマンドプロンプトにてInitCLIのヘルプを参照する
と以下のオプションがあります。

・Discover
まだ初期化されていないUnityを検出します。

・Configure
検出したUnityに対してネットワークやホスト
名などの設定を行います。

まずは「Discover」を実行します。
>initcli discover 

→Unityが検出されますのでIDを確認して下さい。
※ここでUnityが表示されない場合は前述のファイ
ヤーウォールなどを確認するか、既にUnityが起
動している場合、時間をあけて数回Discoverを実
行して下さい（起動後20分程度待つ）
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初期セットアップ（initCLI）
Unityを検出してIDが確認出来たらコマンドプロン
プトにて以下のコマンド例を実行します。

initcli configure -id UnityのSerial-ID -ipv4 static 
-addr xxx.xxx.xxx.xxx -mask xxx.xxx.xxx.xxx -
gateway xxx.xxx.xxx.xxx -name Unityの名前

initcli configure -id VIRT16305MT8RU -ipv4 
static -addr 10.32.210.29 -mask 255.255.255.0 -
gateway 10.32.210.1 -name UnityVSA02

すると左記のようにUnityに対してUnityVSA02とい
うホスト名と10.32.210.29という管理IPアドレスを設
定することが出来ます。
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初期セットアップ（initCLI）
ブラウザでInitCLIにてUinityに設定し
たIPアドレスでLoginします。
（以下初期ID/Password）

admin
Password123#

最初にUnisphereが起動し、初期構成
ウィザード（Unisphere Configuration
Wizard）が表示されますので、前述の
Connection Utilityの初期セットアップ
の手順を参照して構成情報の入力を
して下さい。
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UnityVSA
運用環境構築
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UnityVSA 論理環境
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UnityVSA 論理環境 UnityVSAでデータ用として使用できる論
理NICは4本です。（vSwitchで物理NICと
セグメントを分ける事を推奨します）
この資料では左記の内容で設定します。
（今回は機能ごとにNICを分けてますが
構成により混在は可能です）

UnityVSAで使用できるHDD（vDISK）は
最大16本です。vDISK1本でもPoolの構
成は可能です。ちなみにPool内でvDISK
に対してストライピングをする訳では無
いので同性能の複数のｖDISKを混在し
ても性能が上がる訳ではありません。

vDISKをSSD,SAS,SATA等で個別に作
成し同じPoolにTier分けをして追加をす
ることで使用頻度、負荷に応じた自動
Tiering機能のFAST VPを使用すること
が可能です。

Extreme Performance Performance

Capacity

Storage Pools構成例（最大16本）

SSD SSD SAS SAS SAS SAS SAS SAS

SATASATASATASATASATASATASATASATA

管理ポート（10.32.210.25）

iSCSIポート（10.32.210.26）
NASポート（10.32.210.27）

Replicationポート（10.32.210.28）

Data用NICは4本
未使用
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UnityVSAのネットワーク構成を確認するとVM上は6本、Unisphereでは5本あるように見えます。
vCenter側でNICを一本づつ切断して確認すると上記の構成になります。1本は管理ポート専用、
4本はData用になります。ではネットワークアダプタ１は何なのでしょうか？

ネットワークアダプタ1：??
ネットワークアダプタ2：Management Port
ネットワークアダプタ3：Ethernetport 0
ネットワークアダプタ4：Ethernetport 1
ネットワークアダプタ5：Ethernetport 2
ネットワークアダプタ6：Ethernetport 3

UnityVSA 論理環境
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UnityVSA 論理環境

128.221.1.252 128.221.1.253

128.221.1.250

ネットワークアダプタ１はサービスポートだと想定されますのでそのまま管理ポートと同じvSwitchに接
続しておいて下さい。HW版UnityではIPMIツールとSerial Over LANケーブルを使ってLocal Console

画面を表示出来たりします。この機能は固定IPのため非検証ですがUnityVSAではサポートされてい
ない可能性が高いです。（US版QA集にUnityVSAはVMwareのConsoleで見る旨の記述があるので）



50© Copyright 2016 EMC Corporation. All rights reserved.

Unisphereダッシュボード
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Unisphereダッシュボード
Unityのオペレーションは基本
的にUnisphereで行います。

まずはダッシュボードが表示さ
れシステムの状態、ストレージ
容量の状態などが表示されま
す。（カスタマイズ可能）

左側に各種機能ペインがあり
ますのでクリックをして内容を
確認して下さい。

上に設定アイコンがあります
のでライセンス関連やストレー
ジの設定、サービスメニューな
ど設定をします。
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Unisphereダッシュボード

Unisphereの表示例です。
System ViewやUnityVSAのHW構
成を確認してみて下さい。
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Unisphereダッシュボード

Unisphereの表示例です。
PerformanceやServiceの設定
状況等が確認出来ます。
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Language Pack適用
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Language Pack適用

Unisphere にLanguage Packを
適用する事で日本語環境に変
更出来ます。

EMC SupportサイトにてUniｔｙ
VSAの日本語Language Packを
ダウンロードします。
（HW版UnityとUnityVSAで
Language Packが異なるので注
意して下さい）

例：
UnityVSA-language-ja_JP-
4.0.0.7755166.tgz.bin.gpg
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Language Pack適用

Unisphereの右上にある歯車アイコン（設定）
をクリックします。

Language Packをクリックします。

Install Language Packをクリックします。
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Language Pack適用

事前にヘルスチェックをする場合は、
Performe Health Checkをクリックします。

Performe Health CheckがOKなら「Next」を
クリックします。
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Language Pack適用

「参照」でUnityVSA用のLanguage
Paｃｋファイルを選択し、「開く」をク
リック。

その後「Next」をクリックします。
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Language Pack適用
Summaryを確認して「Finish」をクリックします。
Resultsで正常終了を確認し「Close」をクリック。
最後にLaguage Pack画面で「Close」
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Language Pack適用

ブラウザを立ち上げなおし
てUnisphereにアクセスし、
日本語環境になっている
事を確認して下さい。

もし日本語環境になってい
ない場合はブラウザに日
本語Plugin等が適用され
ているか確認して下さい。
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UnityVSA
各種機能設定手順
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１．vDISKの追加
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１．vDISKの追加
UnityVSAは初期状態ではOS用のvDISKが3本アサインされてますが、データ用のDiskが無いのでVM
側で追加をします。vCenterでUnityVSA 仮想マシンを右クリックし、「設定の編集」→「新規デバイス」→
「新規ハードディスク」→「追加」をクリックします。
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１．vDISKの追加
UnityVSAに新規に追加するvDISKはデフォルトではUnityVSAと同じデータストアに作成されますが、
実運用環境であれば異なるvmfsデータストアに作成して下さい。（推奨）

容量を指定します。（ここでは10GB）

異なるデータストアに作成する場合は「参照」を
指定して下さい

ディスクプロビジョニングは
「シック プロビジョニング （Eager Zeroed）」推奨です。
vDISK作成時にzeroingする為、設定容量が大きいと環境
によりますが時間がかかりますのでご注意ください。
（NFSデータストアに作成すると強制的にThin
Provisioningが選択されます。性能要件が無い検証レベ
ルであれば、推奨ではありませんが使用は可能です）

さらにvDISKを追加する場合はクリックして下さい
（ここでは10GBのvDISKを3つ作成します）

「OK」をクリックします
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１．vDISKの追加

UnityVSAに新規vDISKが追
加した本数分認識されたのを
確認します。
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２．Poolの作成／拡張
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２．Poolの作成／拡張

Uniphereにアクセスをし「ストレージ」→
「プール」をクリックします。

「＋」をクリックし、プールのウィザードを起動します、

Poolに付ける名前（ここでは「Pool01」）を
入力して「次へ」をクリックします。
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２．Poolの作成／拡張

追加するｖDISKのストレージ階層を指定します。
ここでは追加した3本のディスクをすべて「パフォー
マンス階層」に設定をします。
なお、一般的に最大パフォーマンス階層はSSD、
パフォーマンス階層はSASドライブ、容量階層は
SATA(NL-SAS)ドライブを指します。

「パフォーマンス階層」にチェックを入れて「次へ」を
クリックします。



69© Copyright 2016 EMC Corporation. All rights reserved.

２．Poolの作成／拡張

追加するｖDISKを選択し、「次へ」をクリックします。 VMwareのVVOL用のプロファイルを設定する場合
はチェックを入れて入力してください。今回は指定
はしませんのでそのまま「次へ」をクリックします。
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２．Poolの作成／拡張

Poolの構成内容を確認し、問題がなければ「完了」
をクリックします。約30GBのPoolが作成されます。

ストレージプールの作成が完了したら「閉じる」を
クリックして作業を終了します。
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２．Poolの作成／拡張
Poolの容量を拡張する場合は空きｖDISKを使うかあらかじ
めUnityVSAにvDISKを追加しておきます。（Pool内で異なる
容量のvDIKSは混在可能です。この例では10GBx3本で構
成されたPoolに新規に20GBのvDISKを追加します）その後、
Unisphereの「プール」→「プールの拡張」をクリックします。

20GBのｖDISKを追加
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２．Poolの作成／拡張

Poolに仮想ディスクを割り当てます。先
ほど作成した20GBのvDISKを指定し、
ストレージ階層は先に追加したvDISKと
同じ「パフォーマンス階層」を指定し、
「次へ」をクリックします。
※ここで別の階層を指定するとFAST
VPの自動階層が使用できます。



73© Copyright 2016 EMC Corporation. All rights reserved.

２．Poolの作成／拡張

ストレージ階層を確認し、チェックを入
れて「次へ」をクリックします。
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２．Poolの作成／拡張

Poolに追加するvDISKを選択します。

約20GB追加されるのを確認して
「完了」をクリックします。
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２．Poolの作成／拡張

Poolへの追加処理が100%になったら
「閉じる」をクリックしてください。

Poolに追加されているvDISKを
確認するには編集ボタンをク
リックしてください。

10GBのvdISKが3本、20GBのvDISKが1本で全
てパフォーマンス階層で構成されています。

10

GB

10

GB

10

GB

20

GB

30GB→50GB
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注意：vDISKの容量拡張はしないで下さい

10GB→25GBに
容量拡張します。

UnityVSA側でPoolのvDISKを確認す
ると容量は増えていません。（10GB
のままです）
この状態で運用をすると各所でワー
ニングが表示されますが取りあえず
データのアクセスは出来ています。

UnityVSAのPoolの容量拡張はvDISKを追加することで可能になります。
使用できるvDISKは最大16本なので使い切って追加が出来ない場合、VMwareではvDISKの容量拡張が
可能なのでこれで対応しようと考えがちですが実際に出来るのでしょうか？ 試しに実行してみました。
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注意：vDISKの容量拡張はしないで下さい
UnityVSAを再起動してみました。
するといきなりPoolにエラーが表示さ
れデータロストの可能性ありと表示。

vDISKでエラーが出てますのでVM側で
実施した容量拡張がダメだったようです。

このPoolは壊れましたのでもう使えません。普通に考えればPool内の既存HDDの
容量がいきなり増える事はありませので当然ですが、もしvDISKの容量拡張をやっ
てしまった場合は再起動前に他のPoolにレプリケーション等でコピーして下さい。

LUNを作ってみましたがPoolか
ら切り出すところでエラーに。。
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３．FAST VPの設定方法
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３．FAST VPの設定方法

Extreme Performance
最大パフォーマンス階層
15GB：（SSD想定）

Performance
パフォーマンス階層
25GB：（SAS_HDD想定）

Capacity
容量階層
35GB：（SATA_HDD想定）

FAST VPはPool内で3段階のTierを設定してスライスご
との使用頻度、負荷に合わせて自動的にTier間でデー
タの移動をする仕組みです。既存のPoolでも設定出来
ますが、ここでは新規にUnityVSAにvDISKを追加して設
定をしたいと思います。

本来であればそれぞれSSD/SAS/SATAで構成された
データストアから設定する事が望ましいのですがここで
は同じデータストアから容量別に以下の属性のHDDとし
て論理的に作成します。
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３．FAST VPの設定方法

UnityのPoolを設定します。
Unisphereにて「プール」→「プール」
→「＋」をクリックして下さい。

Poolの名前を入力します。
ここでは「Pool_VP」とします。
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３．FAST VPの設定方法

各vDISKにストレージ階層を設定します。
vDISK10:最大パフォーマンス階層
vDISK11：パフォーマンス階層
vDISK12：容量階層

「次へ」をクリックします。

各階層にチェックを入れ、
「次へ」をクリックします。
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３．FAST VPの設定方法

階層が反映されているか確認をし、
「次へ」をクリックします。

ここではVVOLの設定はしないので
チェックを入れずに「次へ」をクリックします。
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３．FAST VPの設定方法

設定内容の確認をし、問題が無ければ
「完了」をクリックします。

正常に完了したのを確認後、「閉じる」を
クリックして下さい。
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３．FAST VPの設定方法

FAST VPの設定を確認します。
「Pool_VP」をクリックして「編集」
をクリックして下さい。

「FAST VP」タブをクリックします。
再配置情報を確認する事が出来ます。
FAST VPの実行時間などのシステム設定を
変更する場合は右上にある「FAST VPシステ
ム設定の管理」をクリックして下さい。FAST VPは初期設定だと毎日１回

実行されます。
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４．iSCSIインターフェースの設定
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４．iSCSIインターフェースの設定
UnityのiSCSIインターフェースを設定
します。Unisphereにて「ブロック」→
「iSCSIインターフェース」→「＋」をク
リックして下さい。

この設定ではEthernetポートはPort1
を指定しますが任意でかまいません。

EthernetポートのIPアドレス、サブ
ネットマスク、ゲートウェイを入力しま
す。今回はVLANは指定しませんが、
必要であればVLAN IDを指定して下
さい。
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４．iSCSIインターフェースの設定

登録したiSCSIインターフェースを確
認します。

その後、ping等でIPが疎通している
事を確認しておきます。
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４．iSCSIインターフェースの設定

なお複数NICやIPを追加する場合は
「iSCSIインターフェース」タブを選択して
から「＋」をクリックして下さい。
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５．iSCSIホストの登録（自動）
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５．iSCSIホストの登録（自動）
Unityに登録するiSCSIホストは自動と手動どちらでも登録が可能で
す。自動でホストを登録する場合はあらかじめホスト側でUnityVSA
をiSCSIターゲットとしてログインしておく必要があります。

UnityVSAで設定をしたiSCSIイン
ターフェースのIPアドレスを入力して
「クイック構成」をクリックして下さい。 iSCSIターゲットが登録されたらプロ

パティを閉じてください。

iSCSIターゲットに接続されたことを
確認し「完了」をクリックします。

ホスト側でiSCSIイニシエーターを起
動してプロパティを開きます。
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５．iSCSIホストの登録（自動）
UnityにiSCSIで接続をするホストを
登録します。
Unisphereにて「ホスト」→「＋」→
「ホスト」をクリックして下さい。

登録するホスト名を入力して「次へ」を
クリックしてください。

ここでは「UnityVSA-ClientB」とします。
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５．iSCSIホストの登録（自動）

登録するホストのOS種別を選択してIP
アドレスを入力し、「次へ」をクリックして
ください。

既にホスト側でiSCSIターゲットにログインし
ている場合は自動でイニシエーター名が表
示されますので、追加するホストにチェック
を入れて「次へ」をクリックして下さい。
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５．iSCSIホストの登録（自動）
ホスト構成の確認で問題がなければ「完了」をク
リックして下さい。
これでホストが登録されました。
ホスト登録処理が正常に終了したら「閉じる」を
クリックしてウィンドウを閉じてください。
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６．iSCSIホストの登録（手動）
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６．iSCSIホストの登録（手動）
UnityにiSCSIで接続をするホストを
直接iqn名で登録します。
Unisphereにて「ホスト」→「＋」→
「ホスト」をクリックして下さい。

登録するホスト名を入力して「次へ」を
クリックしてください。

ここでは「UnityVSA-ClientA」とします。
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６．iSCSIホストの登録（手動）

登録するホストのOS種別を選択してIP
アドレスを入力し、「次へ」をクリックして
ください。

iSCSIイニシエーターは手動で設定をします。
「イニシエーターの作成」をクリックして下さい。
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６．iSCSIホストの登録（手動）

ホスト側でiSCSIイニシエータを起動してイニシ
エーター名（iqn名）をあらかじめコピーしておき
ます。次にUnisphereのiSCSIイニシエーターの
作成でコピーしたiqn名を貼り付けます。

※今回はCHAP認証は使用しませんが、
CHAP認証で接続する場合はホストを
「手動」で登録してパラメータを入力下さい。

※ホスト側でiSCSIイニシエーターを起
動し、プロパティの構成タブを開き
イニシエーター名（iqn名）をコピーします。
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６．iSCSIホストの登録（手動）

登録するホストのイニシエーター名が入力され
たら、「次へ」をクリックしてください。

内容を確認して「完了」をクリックします。
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６．iSCSIホストの登録（手動）

ホストの作成が正常に完了をしたら「閉じる」を
クリックしてウィンドウを閉じてください。

UnisphereにiSCSIホストが登録されました。
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７．LUNの作成、ホストへの接続
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７．LUNの作成、ホストへの接続

LUNの名前を入力します。
ここでは「LUN01」と指定します。
「次へ」をクリックします。

UnityでLUNを作成します。
Unisphereにて「ブロック」→「LUN」→
「＋」をクリックして下さい。
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７．LUNの作成、ホストへの接続

LUNを作成するPoolを選択します。
階層化ポリシーはここでは特に指定
しませんがFAST VPを使用する場合
は適宜設定をして下さい。
容量はここでは10GBを指定します。

ここでQoSの設定が出来ますが
ここでは設定をせずに「次へ」をクリッ
クします。

Poolを選択します。
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７．LUNの作成、ホストへの接続

次にマウントするホストを指定します。
後からでも設定が可能ですが、既に
接続するホストの登録が終わっている
場合はここで設定が出来ます。
複数のホストを登録する事も可能です。

アクセスタイプは「LUN」及び「スナップショッ
ト」が指定出来ますが、ここでは「LUN」を指
定します。
※このホストにスナップショットも接続したい
場合は「LUN及びスナップショット」
を指定して下さい。
次にホストを指定して「OK」をクリックします。
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７．LUNの作成、ホストへの接続

複数のホストにマウントする場合は
「＋」を押して追加が可能です。

自動スナップショットのスケジュール
を設定する場合はチェックを入れて
設定をして下さい。ここでは設定をせ
ずに「次に」をクリックします。
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７．LUNの作成、ホストへの接続

レプリケーションを設定する場合は
チェックを入れて設定をして下さい。
後からでも設定が出来ますので、
ここでは設定をせずに「次に」をク
リックします。

内容を確認して「完了」
をクリックします。
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７．LUNの作成、ホストへの接続

処理が正常に完了したのを確
認して「閉じる」をクリックします。

LUNが作成されました。
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７．LUNの作成、ホストへの接続

サーバーマネージャーのディスクの管理を
見ると新規ボリュームがマウントされてます
ので、初期化後にフォーマットをして下さい。

10GBのE:ボリュームとしてマウントされてい
るのを確認します。

ホスト側でマウントされたLUNを確認します。マルチパス環
境等でホストに同じLUNが2つ以上表示される場合は必要
に応じて別途PowerPathやOS付属のMPIOツール等をイン
ストールしてください。
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８．LUNの容量拡張
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８．LUNの容量拡張

「ブロック」→「LUNを選択」→
「編集」をクリック。

設定は非常に簡単で既存容量の
「10GB」を例えば「20GB」に変更し、
「適用」をクリックするだけです。
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８．LUNの容量拡張

「20GB」になったのを確認し
「閉じる」をクリックしてウィンドウ
を閉じる。

次はホスト側で確認をします。
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８．LUNの容量拡張

ホスト側の「ディスクの管理」で
再スキャンを行いボリュームの
容量が10GB増えている事を確認。

既存ボリュームを右クリックして「ボ
リュームの拡張」をクリック。

容量の拡張方法はOS毎に異なりま
すのでそれぞれのOSでサポートされ
た方法で拡張をして下さい。
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８．LUNの容量拡張

ウィザードにて追加する領域を
選択し、「完了」をクリック。

ボリュームの容量が拡張されました。



113© Copyright 2016 EMC Corporation. All rights reserved.

９．Snapshotの作成（LUN）
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９．Snapshotの作成（LUN）

「ブロック」→「LUNを選択」→
「編集」をクリック。

「スナップショット」タブをクリックし、
「＋」をクリックします。
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９．Snapshotの作成（LUN）

スナップショットの名前を入力し
ます。デフォルトでは取得する日
付が入ってます。

スナップショットはLUNが作成された親Pool
の空き領域を差分領域として使用しますの
で、Poolの残り容量が少ない場合はプール
自動削除ポリシーで閾値を設定して下さい。

「スナップショット」が作成されました。

定期的にスナップショットを取得する場合
は「スナップショットスケジュール」を設定
して下さい。
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９．Snapshotの作成（LUN）
各スナップショットスケジュール設定の内訳
です。「新しいスケジュール」をクリックすると
さらに細かいスケジュール設定が可能です。

デフォルトで用意され
ているスケジュール
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９．Snapshotの作成（LUN）
Snapshotのスケジュールは「データ保護」→
「スナップショットスケジュール」で管理をしま
す。デフォルトで設定されているスケジュール
は変更できません。スケジュールを追加する
場合は「＋」をクリックします。
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１０．Snapshotのその他機能（LUN）
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１０．Snapshotのその他機能（LUN）

スナップショットはLUN単位で最大256個作成が出来ます。
（システムでの最大スナップショット数は機種で異なります）

スナップショットの「その他のアクション」をクリックすると
LUNの内容をスナップショットの状態に戻す「リストア」、ス
ナップショットの「コピー」、スナップショットをホストにマウン
トする「ホストへの接続」のアクションが実行できます。
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１０．Snapshotのその他機能（LUN）

スナップショットをホストに接続する場合は「ホストへの
接続」をクリックして下さい。
なお、右のようなエラーが表示された場合はスナップ
ショットを接続できるホストが無いので新規にホストを
追加するか、既存のホストの場合はホストアクセスで
設定を「LUN」のみから「スナップショット」、若しくは
「LUN及びスナップショット」へ変更する必要があります。
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１０．Snapshotのその他機能（LUN）

スナップショットを接続するホストをLUNに追加します。
「＋」をクリックしてiSCSI接続が可能なホストを指定し
ます。この場合は「UnityVSA-ClientB」を選択します。

「LUN及びスナップショット」を選択します。

次はホストにスナップショットを接続します。
「OK」をクリックしてウィンドウを閉じます。
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１０．Snapshotのその他機能（LUN）
ホストのアクセス制御はLUN単位で設
定が出来ます。ホスト単位でLUN、ス
ナップショット、LUN及びスナップショッ
トが指定出来ますが、複数のホストを
登録するとその全ての登録ホストに指
定中のLUNとスナップショットをマウン
トする事が出来ます。

なおホストにLUNとそのスナップショッ
トを同時にマウントする事は可能です。
しかしアクセスリストに登録したホスト
側でLUNやスナップショットが未使用
ボリュームとして見えてしまう場合が
あるので、オペミスを防ぐ為に一つの
ホストにしかマウントしない場合は他
のホストを削除して下さい。
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１０．Snapshotのその他機能（LUN）

LUN→「スナップショットタブ」→「その他のアクション」
→「ホストへの接続」をクリックしてください。

手動で作成したスナップショットはホストにマ
ウントするとRead/Write可能なので、もしオリ
ジナルのスナップショットを保持する場合は事
前にスナップショットのコピーを作成しておい
てください。
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１０．Snapshotのその他機能（LUN）

スナップショットがホストに接続され、オリ
ジナルのスナップショットのコピーが生成
されたのを確認します。

スナップショットが接続されたホストでディスク
の再スキャンを実施すると新規ボリュームと
してスナップショットがマウントされています。

ホスト側でドライブレター等
を付与して下さい。
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１０．Snapshotのその他機能（LUN）
スナップショットやLUNはアクセスリストに登録された複数の
ホストに同時接続出来ますが、現在の仕様ではホストに接続
できるスナップショットはLUNあたり１つだけです。（将来的に
は複数のスナップショットがマウント出来る予定です）

1つのスナップショットを選択すると
「ホストの接続」が選択出来ます。

2つ以上のスナップショットを選択すると
「ホストの接続」がグレイアウトします。

また、既にホストにスナップショットをマ
ウントしているLUNで更に2つ目のス
ナップショットをホストに接続しようとす
ると「すでに接続されている」旨のエラー
になります。
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１０．Snapshotのその他機能（LUN）

スナップショットやLUNをホストからアンマウン
トする場合は「その他のアクション」→「ホスト
からの接続解除」を実行してください。
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１１．QoS（ホストIOの制限）の設定
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１１．QoS（ホストIOの制限）の設定

「パフォーマンス」→「ホストIOの制限」→
「＋」をクリックして下さい。

QoSの名前を入力してください。
(QoS_10Mbps)

QoSの帯域制限を入力してください。
最大IOPS若しくは最大帯域幅
ここでは「10Mbps」で設定をします。

UnityはホストIOの転送速度（IOPS若しく
は帯域制限）が設定できます。
※QoSは複数の設定をしてLUN等で選択可能
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１１．QoS（ホストIOの制限）の設定

QoSを設定するLUNを指定します。

QoS時に関連付けるスナップショットが
あれば指定をします
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１１．QoS（ホストIOの制限）の設定

設定内容を確認して問題が無ければ「次へ」
をクリックして下さい。

QoSの設定が完了しました。



131© Copyright 2016 EMC Corporation. All rights reserved.

１１．QoS（ホストIOの制限）の設定

実際にQoSの効果を確認します。
iSCSIでマウントされたUnityVSAのボリュームに
適当なファイルをコピーします。
コピーを継続しながらQoSの設定を有効にする
と、それまで80MB/s程度だったコピー速度が
10MB/s程度まで低下する事を確認します。

QoS（10MB/s）に制限

QoSの設定を解除したり他のQoS設定に変更をする
場合はLUNのプロパティの「ホストIOの制限」タブを
クリックして設定をして下さい。

QoSの設定・解除

※特定のLUNのパフォーマンスが悪い場合など
はQoSを設定したまま忘れていたという事が想定
されますので運用には注意して下さい。
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１２．ファイルサーバー（NAS）の設定
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１２．ファイルサーバー（NAS）の設定

「ファイル」→「NASサーバー」→
「＋」をクリックします。

サーバー名を入力し（NAS01）、
プールを指定します。
ストレージプロセッサ（SP)を指定しますが
UnityVSAは「SP A」しかありません。

ファイルサーバーを作成します。
まず最初にNASサーバーを設定します。
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１２．ファイルサーバー（NAS）の設定

NASサーバーで使用するEthernet情報
を入力します。ここではEtherport 2を使
用しますが選択は任意です。
・Ethernet Port 2
・10.32.210.27
・255.255.255.0
・10.32.210.1 NASサーバーが参加するドメイン情

報を入力します。
・Maynds20F1.local
・Administrator
・パスワード

マルチプロトコルも指定可能ですが、
ここではWindows共有（CIFS）のみを指
定します。
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１２．ファイルサーバー（NAS）の設定

NISの設定はここではしませんが
Unix環境等で必要であれば指定
して下さい。。

DNSサーバーを指定します。
「次へ」をクリックします。
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１２．ファイルサーバー（NAS）の設定

レプリケーションの設定は
ここではしません。
「次へ」をクリックします。

内容を確認して「完了」を
クリックします。
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１２．ファイルサーバー（NAS）の設定

処理がすべて完了で終了すれば
OKです。「閉じる」をクリックします。

NASサーバーが生成されました。
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１２．ファイルサーバー（NAS）の設定
例えばNASサーバーで複数のNICを
使ってLACPを構成する様な場合は
NASサーバーの「全般」→「ネットワー
クインターフェース」で「＋」をクリックし
てEthernetポートを追加して下さい。
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１２．ファイルサーバー（NAS）の設定

「ファイル」→「ファイルシステム」→
「＋」をクリックします。

NASサーバーが出来たら次はファイルシ
ステムを作成します。

Windows共有（SMB)を選択し、
NASサーバー（NAS01）を選択します。
「次へ」をクリックします。
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１２．ファイルサーバー（NAS）の設定

ファイルシステムの名前を入力します。
ここでは「FS01」とします。

ファイルシステムを作るプールを指定し、
容量を指定します。ここでは30GBとします。
他はデフォルト設定を使用します
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１２．ファイルサーバー（NAS）の設定

共有の設定をします。（後でも設定可能）
SMB共有にチェックを入れ共有名を入力し
ます。（ここでは「Share01」）
共有パスが表示されますので確認します。

\\10.32.210.27(DNS名:NAS01)\Share01

SMB共有のその他の設定が出来ます。
ここでは特に指定をせずに「次へ」をクリッ
クします。
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１２．ファイルサーバー（NAS）の設定

スナップショットのスケジュールが設定出来
ますが、ここでは特に指定をせずに「次へ」
をクリックします。

レプリケーションの設定が出来ますが、ここでは
特に指定をせずに「次へ」をクリックします。
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１２．ファイルサーバー（NAS）の設定

設定の内容を確認します。
問題が無ければ「完了」をクリックします。

ファイルシステムを作成します。
問題が無く完了が表示されれば終了です。
「閉じる」をクリックしてウィンドウを閉じます。
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１２．ファイルサーバー（NAS）の設定

共有フォルダにアクセスが出来るか確認を
します。\\nas01\share01 をネットワーク
フォルダーに設定します。

容量30GBの共有フォルダにアク
セス出来ればOKです。

file://nas01/share01
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１３．Snapshotの作成（NAS）
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１３．Snapshotの作成（NAS）

「ファイル」→「ファイルシステム」→
「＋」をクリックします。

「スナップショット」→「＋」をクリックします。
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１３．Snapshotの作成（NAS）

スナップショットの名前を指定します。

保存ポリシーを指定します。

アクセスタイプを指定します。
読み取り専用の場合はフォルダの
「以前のバージョン」タブで表示されます。
読み取り/書き込みの場合は共有フォルダにな
りマウントをして使用します。（次頁参照のこと）

取得したスナップショットです。

NASのスナップショットはLUNのス
ナップショットの様にリストアをした
りサーバーにマウントをして使う事
が出来ませんのでご注意下さい。

スナップショットの共有の方法は次
のページを参照して下さい。
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１３．Snapshotの作成（NAS） NASのスナップショットを共有でマウントする場合は
手動でRead/Writeのスナップショットを取得します。
ファイルシステム「FS01」の設定を開き、「スナップ
ショット」→「＋」をクリックして「読み取り/書き込み
(共有)」を指定してスナップショットを取得します。

「閉じる」をクリックします。

「共有」になります。
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１３．Snapshotの作成（NAS）

「ファイル」→「ファイルシステム」を
クリックしてファイルシステムを選
択し（FS01）、「その他のアクショ
ン」→「SMB共有の作成(CIFS)」を
クリックします。

「ファイルシステム「FS01」のスナッ
プショット」をクリックして先ほど作
成をした共有するスナップショット
を指定し、「次へ」をクリックします。



150© Copyright 2016 EMC Corporation. All rights reserved.

１３．Snapshotの作成（NAS）

共有名を指定します。
ここでは「Share01_Snap」と入力します。
共有パスは
「\\10.32.210.27\Share01_Snap」になり
ます。「次へ」をクリックします。

SMB共有で必要な項目を選択します。
ここではデフォルト設定のまま「次へ」をク
リックします。
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１３．Snapshotの作成（NAS）

内容を確認して問題が無ければ
「完了」をクリックします。

正常に処理が完了したのを確認して
「閉じる」をクリックします。
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１３．Snapshotの作成（NAS）

SMB共有を選択して新規に作成
した「Share01_Snap」が生成され
ているのを確認します。

クライアント側で共有フォルダに
アクセスします。

Read/Write可能なスナップショッ
トが共有フォルダとしてマウント
されました。
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１４．クォータ設定（ファイルシステム）
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１４．クォータ設定（ファイルシステム）

「ファイル」→「ファイルシステム」
→「ファイルシステム」→「編集」
をクリックします。

Unityにはユーザー単位、フォルダ単位で容量
制限が可能な「クォータ」機能があります。

クォータの設定にはファイルシステムでユー
ザー単位に容量制限を行う「ファイルシステ
ム」とフォルダ単位で容量制限を行う「クォー
ターツリー」があります。

まずは「ファイルシステム」を設定します。
「＋」をクリックします。
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１４．クォータ設定（ファイルシステム）

「＋」をクリックします。

ユーザーの構成をします。
ホストタイプでWindowsユーザーやUnix
ユーザー等の選択が出来ます。

制限をしたいユーザー情報を入力して
「ユーザーの追加」をクリックします。

さらに「＋」をクリックすると
ユーザー情報を追加出来ます。
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１４．クォータ設定（ファイルシステム）

登録したユーザー情報を確認し「次
へ」をクリックします。

複数のユーザーを登録した場合、
チェックボックスで選択する事で同
じクォータ設定を複数のユーザーに
同時に適用する事が出来ます。

選択したユーザーに対してソフ
トリミット及びハードリミットを設
定します。ソフトリミットに達する
とデフォルト設定では7日後に書
き込みが出来なくなります。
絶対的な容量制限はハードリ
ミットの数値になります。
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１４．クォータ設定（ファイルシステム）

完了で終了すればクォータの設
定は完了です。
「閉じる」をクリックして下さい。

設定したユーザー情報と
クォータ制限値を確認して問題が
無ければ「次へ」をクリックします。
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１４．クォータ設定（ファイルシステム）
リモートデスクトップでクォータ設定をしたユーザー
でログインし、共有フォルダにアクセスをします。

約40GBの共有フォルダですが、このユー
ザーのファイルのみコピーを繰り返した結
果、現在約9.92GB使用されています。
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１４．クォータ設定（ファイルシステム）

このフォルダに更にコピーをすると十分なクォータが無い旨のエ
ラーメッセージが表示されました。共有フォルダの容量を見ると
10.0GBですので正常にユーザー単位でのクォータ設定が出来てい
る事がわかります。またファイルシステムのプロパティでもユー
ザー単位で使用している容量がわかります。
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１５．クォータ設定（クォータツリー）



161© Copyright 2016 EMC Corporation. All rights reserved.

１５．クォータ設定（クォータツリー）
次にフォルダ単位で容量制限をかける
「クォータツリー」を設定します。

次にフォルダ単位で容量制限をかける
「クォータツリー」を設定します。
「＋」をクリックします。

容量制限をかけるフォルダのパスを入力
します。現在選択しているファイルシステ
ムのトップツリーから指定します。
例：/VSA_User01

「次へ」をクリックします。
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１５．クォータ設定（クォータツリー）

指定したフォルダに容量制限の値を設定
します。

ここではソフトリミット：1GB
ハードリミット：2GB

に設定をします。
このフォルダでの論理的な最大容量は
ハードリミットの値「2GB」になります。

内容を確認して問題が無ければ「完了」
をクリックして下さい。
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１５．クォータ設定（クォータツリー）

正常に完了する事を確認して
「閉じる」をクリックして下さい。 設定をしたフォルダの一覧が表示されます。

追加する場合は「＋」をクリックして設定を
して下さい。

終了する場合は「閉じる」をクリックします。
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１５．クォータ設定（クォータツリー）

フォルダの容量が2GBまでであれ
ば普通にコピーが出来ますが。。

2GBを超える状況になるとエラーになります。
正常にフォルダにクォータ設定が出来ている
事がわかります。

それでは実際にクォータ設定が有効になってい
るか確認をしてみましょう。
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１６．レプリケーションの設定手順（Block）
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１６．レプリケーションの設定手順（Block）

管理ポート
（10.32.210.25）

Replicationポート
（10.32.210.28）

LUN01

管理ポート
（10.32.210.29）

Replicationポート
（10.32.210.32）

LUN02

UnityVSA01 UnityVSA02

UnityVSA01のLUN01を
UnityVSA02のLUN02に
レプリケーションを行います。

Pool01 Pool02

※レプリケーションを設定する前に互いのNode間の時間を合わせておいて下さい。
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１６．レプリケーションの設定手順（Block）

「レプリケーション」→「インターフェース」
→「＋」をクリックします。

レプリケーションで使用するネットワーク
情報を入力して「次へ」をクリック

ここではEthernet Port 3を指定

レプリケーション用のネットワークが
設定されました。

最初にソース側のUnityVSA01にてレプリ
ケーションで使用するインターフェースを
設定します。
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１６．レプリケーションの設定手順（Block）

「レプリケーション」→「インターフェース」
→「＋」をクリックします。

レプリケーションで使用するネットワーク
情報を入力して「次へ」をクリック

ここではEthernet Port 3を指定

UnityVSA02側でもレプリケーション用の
ネットワークが設定されました。

次はディストネーション側のUnityVSA02
にてレプリケーションで使用するインター
フェースを設定します。
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１６．レプリケーションの設定手順（Block）

「レプリケーション」→「接続」→「＋」をク
リックします。

レプリケーションで接続するリモートシステ
ムの管理IP、ログイン情報を入力します。

リモートシステムの管理IPを指定します。

レプリケーション接続の設定が完了しました。

UnityVSA01とUnityVSA02間で必要な
ログイン情報、管理IPアドレスを設定して
お互いのシステムで情報のやり取りが出
来るように設定をします。
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１６．レプリケーションの設定手順（Block）

レプリケーションで転送するソースのLUN
を指定し、編集ボタンをクリックします。

レプリケーションタブをクリックし、「レプリ
ケーションの構成」をクリックします。
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１６．レプリケーションの設定手順（Block）

レプリケーションモードが非同期なのを確認し
（UnityVSAは同期転送は選択出来ません）
RPOはここではデフォルトの60分のままにしま
すが要件に合わせて任意に設定して下さい。
設定出来るRPOは5分～1440分（24時間）です。
レプリケート先がUnityVSA02なのを確認して
「次へ」をクリックします。

転送先（UnityVSA02）側で生成するLUNの情
報を入力します。（既に存在しているLUNは指
定出来ません。またソースのLUN01と同じ容
量になります。自動拡張にも対応しています）
LUNの名前を「LUN02」に変更し、その他は
デフォルトのまま「次へ」をクリックします。
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１６．レプリケーションの設定手順（Block）

内容を確認して問題が無ければ「次へ」を
クリックします。

レプリケーションセッションの作成が正常に
終了すれば完了です。「閉じる」をクリックし
て下さい。
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１６．レプリケーションの設定手順（Block）

設定が完了すると既にレプリケーションが開
始されています。先に指定したRPOに従って
自動的に同期されますが、RPO内に同期をし
たい場合は「同期」ボタンをクリックすれば手
動での同期が実行されます。

「同期ありのフェイルオーバー」を実行すると
先に同期をしてからフェイルオーバーが実行
されます。フェイルオーバー後はディストネー
ション先にあるLUN02がActiveになります。
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１６．レプリケーションの設定手順（Block）

レプリケーションの運用中に
ソースのLUNの容量を増やすと
自動的にディストネーション側の
LUNも同じ容量に拡張されます。
（NAS機能でも同じでファイルシ
ステムの容量拡張が可能です）

ただし次にレプリケーションの同
期が開始されるまで拡張されま
せんのですぐに拡張をしたい場
合はレプリケーションの手動同
期をして下さい。

20GB→30GBに拡張

20GB→30GBに拡張
※変更後はディストネーション側のLUNをマウントした際に
容量拡張の操作が必要になりますのでご注意下さい。
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１６．レプリケーションの設定手順（Block）
レプリケーション中にフェイルオーバーをすると、VSA01のLUN01がアクセス不可となりVSA02のLUN02が
Activeになります。フェイルオーバー中はLUN02はマウントしているホストからはRead/Writeが可能になり
ますが、フェイルバックすると今度はLUN01がActiveになりLUN02がアクセス不可になります（通常状態）
※フェイルオーバー中にディストネーションのLUNの内容を変更したので逆同期をしたい場合は次頁を参照して下さい。
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１６．レプリケーションの設定手順（Block）

フェイルオーバー中にディストネーション側のLUN02
を更新したのでLUN01に逆同期を（VSA02→VSA01）
をしたい場合はディストネーション側のLUNのプロパ
ティでレプリケーションを選択し、「再開」を実行します。

VSA02側のLUN02からVSA01のLUN01にレプリケーションが
実行されます。（内部的には新規レプリケーションとなります）
※逆同期後に元のレプリケーション（VSA01→VSA02）に戻すのには多
少複雑な手順が必要ですので、Unityの本番環境で実行する前にマ
ニュアル等を参照してUnityVSAで事前検証する事をお勧めします。

フェイルオーバー中はレプリケーション
の同期方向を逆方向に変える事が出
来ます。

※通常「再開」は一時停止したレプリケーショ
ンを再開するためのボタンですが、フェイル
オーバー時は逆同期の機能になります。
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１７．レプリケーションの設定手順（NAS）
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１７．レプリケーションの設定手順（NAS）

管理ポート
（10.32.210.25）

Replicationポート
（10.32.210.28）

FS01

管理ポート
（10.32.210.29）

Replicationポート
（10.32.210.32）

FS01

UnityVSA01 UnityVSA02

UnityVSA01のNAS01/FS01を
UnityVSA02にも同じくNAS01/FS01と
してレプリケーションを行います。
※NASのレプリケーションはNASサーバー
単位で実施されます。フェイルオーバーす
る際には一番最初にNASサーバーがフェ
イルオーバーします。

Pool01 Pool02
NAS01 NAS01

※レプリケーションの設定前に互いのNode間の時間を合わせておいて下さい。
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１７．レプリケーションの設定手順（NAS）

レプリケーションで転送するソースのNAS
サーバーを指定し、編集ボタンをクリックし
ます。

NAS機能のレプリケーションは最初にNAS
サーバーをレプリケートする必要がありま
すのでNASサーバーを選択します。

「レプリケーションの構成」を設定しますの
でクリックします。

この資料では既にBlockのレプリケーション時にレプ
リケーション用I/F等の各種設定が終わってます。
必要であればページを遡って設定を確認して下さい。
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１７．レプリケーションの設定手順（NAS）

レプリケーションモードとRPOを指定します。
ここではデフォルトの設定を使用します。

ディストネーション側のNASサーバを構成します。ディス
トネーション側のNASはレプリケーションのセッション単
位に新規に生成されます。「次へ」をクリックします。

※NASのレプリケーションはNASサーバー単位
で実施されます。ウィザード画面でディスティ
ネーション側の既存のNASを指定するとエラー
になります。（この場合はウィザードの中でディ
スティネーション側に新規にNASを生成します）
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１７．レプリケーションの設定手順（NAS）

内容を確認して問題が無ければ「次へ」を
クリックします。

レプリケーションセッションの作成が正常に
終了すれば完了です。「閉じる」をクリックし
て下さい。
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１７．レプリケーションの設定手順（NAS）

初期状態ではVSA01のNAS01(FS01)にNAS
アクセスのI/Oが発生しています。

VSA02で確認をしても同様です。

NASサーバーのレプリケーションの
設定が完了しました。
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１７．レプリケーションの設定手順（NAS）
それではフェイルオーバーを実行してみます。
まずはホストより\\NAS01\Share01 にアクセ
スをして正常にファイルの読み書きが出来る
ことを確認します。
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１７．レプリケーションの設定手順（NAS）

UnityVSA01側でNAS01のプロパティを表示し、
「同期ありのフェイルオーバー」を実行します。

フェイルオーバーが完了するとpingが一度切れて再度疎通します。
この時点でNAS01がUnityVSA02で起動したことがわかります。
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１７．レプリケーションの設定手順（NAS）

UnityVSA02に移動をしてもNAS01のアクセス
が継続している事を確認します。
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１７．レプリケーションの設定手順（NAS）

フェイルバックをする場合はUnityVSA02側のNASサー
バーにアクセスをして編集のレプリケーションをクリックし
て「フェイルバック」を実行します。

正常稼働に戻りました。
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１７．レプリケーションの設定手順（NAS）

レプリケーションの管理をする場合は「データ保護」
→「レプリケーション」をクリックします。
こちらからでもレプリケーションのアクションを実行
出来ますが編集等は出来ません。

その他、「接続」や「インターフェイス」の管理も出来
ます。
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１８．VMware仮想ボリューム（VVOL）の設定
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１８．VMware仮想ボリューム（VVOL）の設定

「プール」→「＋」をクリックして新規
プールを作成します。

VMwareでVMが直接Datastoreをマウン
ト出来るVVOLの環境を構築します。
今回は新規Poolの作成から始めます。

プールの名前を入力し「次へ」をクリック
します。
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１８．VMware仮想ボリューム（VVOL）の設定

プールに仮想ディスクへストレージ階
層を割り当てます。この時点でもし仮
想ディスクが無い場合はvCenterにて
新規追加して下さい。

ストレージ階層を指定します。
「次へ」をクリックします。
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１８．VMware仮想ボリューム（VVOL）の設定

プールに仮想ディスクを割り当てます。
「次へ」をクリックします。

VMwareにてプロビジョニングを行う場合
はチェックを入れてプロファイル名を入
力します。「次へ」をクリックします。
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１８．VMware仮想ボリューム（VVOL）の設定

次にプロファイルのタグの名前を入力し、
設定内容を確認して「完了」をクリックす
るとVVOL用のPoolが作成されます。
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１８．VMware仮想ボリューム（VVOL）の設定

新規にNASサーバーを作成します。
「ファイル」→「NASサーバー」→
「＋」をクリックします。

サーバー名とPool（先ほど作成した
Pool_VVOL）を指定し「次へ」をクリッ
クします。

VVOLを設定する際にNFSかBlock(iSCSI)を指定出来ま
すが、検証環境のVMwareにiSCSIポートの設定がされ
ていないため、この資料ではNAS経由で使用する事を
前提で解説をします。
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１８．VMware仮想ボリューム（VVOL）の設定

NSAサーバーで使用するIP情報を
入力します。「次へ」を入力します。

VMwareへNFSで接続するので
「Linux/Unix共有（NFS）」を選択し、
「VVOLの有効化」にチェックを入れ
ます。
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１８．VMware仮想ボリューム（VVOL）の設定

UNIXディレクトリサービスはこの環
境では使用しません。

DNS環境がある場合は設定します。
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１８．VMware仮想ボリューム（VVOL）の設定

レプリケーションはこの環境では使
用しません。

内容を確認し、問題無ければ「完了」をクリックします。



197© Copyright 2016 EMC Corporation. All rights reserved.

１８．VMware仮想ボリューム（VVOL）の設定

NASサーバーを構築します。
全て完了を確認して「閉じる」をクリックします。

VVOLで使用するNASサーバーが
出来ました。
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１８．VMware仮想ボリューム（VVOL）の設定

UnityにvCenterを登録します。
「VMware」→「vCenter」→「＋」を
クリックして下さい。

次にUnityにVMware環境を登録します。

vCenterの情報を入力し、「追加」をクリックすると
ESXiサーバーが表示されるのでチェックを入れ
て「次へ」をクリックして下さい。
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１８．VMware仮想ボリューム（VVOL）の設定

内容を確認して問題が無ければ
「完了」をクリックして下さい。

正常に終了したのを確認し、
「閉じる」をクリックします。

vCenterが登録されました。
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１８．VMware仮想ボリューム（VVOL）の設定

次にVVOLで使用するデータストアを
作成します。

データストアを登録します。
「VMware」→「データストア→
「＋」をクリックして下さい。

データストアをのタイプを指定します。
「VVOL（ファイル）」を選択して「次へ」
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１８．VMware仮想ボリューム（VVOL）の設定

データストアの名前を入力します。

先ほどプールを作成する時に指定をした
プロファイルを指定します。
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１８．VMware仮想ボリューム（VVOL）の設定

データストアにアクセスをするホストを指定します。
「＋」をクリックして表示されるホストの中からESXi
ホストを指定します。

ESXiホストを指定します。
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１８．VMware仮想ボリューム（VVOL）の設定

内容を確認して問題が無ければ
「完了」をクリックして下さい。

正常に終了したのを確認し、
「閉じる」をクリックします。

VVOL用のデータストアが登録
されました。
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１８．VMware仮想ボリューム（VVOL）の設定

VVOL用のデータストアを作成する
と同時にプロコルエンドポイント
（VVOL）が生成されます。
Unisphereの「ストレージ」→
「VMware」→「プロトコルエンドポイ
ント」をクリックするとVVOLが生成
されています。

次にこのVVOLをESXiホストにマウ
ントをします。
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１８．VMware仮想ボリューム（VVOL）の設定

vCenterに接続して「ストレージ」→
「管理」→「ストレージプロバイダ」
→「＋」をクリックします。

ストレージプロバイダを登録します。
名前：（任意）
URL:https://VVOL用のUnityVSAの管理
IP(10.32.210.25):8443/vasa/version.xml
ユーザー名：admin
パスワード：UnityVSAのadminパスワード

を入力して「OK」をクリックします。

左記のようなワーニングメッセージが出
たら「はい」をクリックして下さい。
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１８．VMware仮想ボリューム（VVOL）の設定

vCenterにUnityVSAが登録され
ました。

次は設定をした２台のESXiホスト
にデータストアをマウントします。
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１８．VMware仮想ボリューム（VVOL）の設定

「ストレージ」メニューで「新しいデータス
トア」をクリックします。

データセンターを指定して「次へ」
をクリックします。
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１８．VMware仮想ボリューム（VVOL）の設定

「VVOL」を選択して「次へ」

コンテナにデータストアが複数ある場合は
選択をして下さい。

データストア名を入力します。

「次へ」をクリック
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１８．VMware仮想ボリューム（VVOL）の設定

マウントするESXiホストを選択して
「次へ」をクリックします。

内容を確認して「終了」をクリックします。
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１８．VMware仮想ボリューム（VVOL）の設定
これでVVOLがESXiホストに接続さ
れ使用可能になりました。実際に
新規仮想マシンのウィザードで
VVOLのデータストアが選択できる
ようになります。

新規仮想マシンのウィザード画面です。
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UnityVSA

運用管理
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Ethernet ポートの確認
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Ethernet ポートの確認
net ポートの確認 Ethernetポートに割り当てられているIP等を

確認するにはUnisphereの右上にある「設
定」アイコンをクリックします。

「アクセス」→「Ethernet」をクリックします。
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Ethernet ポートの確認

指定したEthernetポートの情報が表示され
ます。

Ethernetポートをクリックして「編集」アイコン
をクリックします。

Management Portには情報が表示
されませんが内部的に管理IPが設
定されているようです。
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CLIコマンドの実行方法（UEMCLI）
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CLIコマンドの実行方法（UEMCLI）

Unityに対してCLIコマンドを実行する
には「Uniphere CLI(UEMCLI）」を使用
します。

UEMCLIはEMC Supportよりダウン
ロードが出来ます。

WindowsだけでなくLinux系OSや
Solaris、VMwareなど各種OS用の
UEMCLIが用意されていますので必要
に応じてダウンロードして下さい。
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CLIコマンドの実行方法（UEMCLI）
UEMCLIのモジュールをダウンロードしたらインストールを実行します。
特に指定が無ければそのままデフォルト環境でインストールして下さい。
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CLIコマンドの実行方法（UEMCLI）

インストールが正常にFinishすれば
使用が可能になります
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CLIコマンドの実行方法（UEMCLI）

インストール後は“C:\Program Files 
(x86)\EMC\Unisphere CLI”フォルダに実行モ
ジュールが生成されます。
このフォルダをPathに追加するか、直接このフォ
ルダに移動してコマンドを実行して下さい。

C:\Program Files (x86)\EMC\Unisphere CLI>uemcli

UEMCLIの説明書は左記の「Command Line
Interface User Guide」を参照して下さい。

https://support.emc.com/docu69330_U

nity-Family-Unisphere-CLI-User-

Guide.pdf?language=en_US
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シャットダウンの実行方法
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シャットダウンの実行方法
UnityVSAのシャットダウンはUnisphereとCLI
から実行出来ます。

Unisphereの場合は「サービス」→「サービスタ
スク」→「ストレージシステムのシャットダウン」
を実行します。
その後サービスパスワードを入力して「実行」
をクリックするとシャットダウンプロセスが実行
されます。

シャットダウンするまでに20分以上かかる場
合があります。Service modeのLogin画面にな
りますのでvCenterより「ゲストOSのシャットダ
ウン」を実行してVMの電源をOffにして下さい。
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シャットダウンの実行方法
参考までにUnityVSAを含むUnityのブート並びにシャット
ダウンの手順は以下のドキュメントを参照して下さい。

http://japan.emc.com/collateral/TechnicalDocument/d
ocu69355.pdf

UnityはUEMCLIでもシャットダウン出来ます。
>Uemcli –d 10.32.210.xxx –u service –p Password123! 
/service/system shutdown
Unisphereのセッションが切断されますのでシャットダウンプロ
セスが走っていることがわかりますが
UnityVSAの場合はコンソールに変化が出るまで10分以上か
かりますのでご注意ください。電源断はコンソールが切れて
からvCenter側で実施をして下さい。
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ソフトウェアのアップグレード
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ソフトウェアのアップグレード

UnityVSAもUnityと同じく
UnityOSのアップグレードが
可能です。（但しSPの再起

動を伴いますので無停止で
はありません）

ソフトウェアアップグレードを
実行するには事前にEMC

Supportより最新の
UnityOSのUpgrade fileを
ダウンロードします。
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ソフトウェアのアップグレード

Unisphereの右上にある「設定」アイコ

ンをクリックし、「ソフトウェアアップグ
レード」を選択します。

現在インストール済みのバージョンを
確認し、アップグレードが出来る状態
を確認するため最初にヘルスチェック
を実行します。
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ソフトウェアのアップグレード

ヘルスチェックに問題が無ければ
「閉じる」をクリックして下さい。

「ヘルスチェック」の実行をクリックします。
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ソフトウェアのアップグレード

アップグレードを実行します。「アップグ
レードの開始」をクリックします。 ヘルスチェックは既に完了しているので

そのまま「次へ」をクリックして下さい。
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ソフトウェアのアップグレード
「参照」をクリックしてアップグレードファ
イルを指定します。

指定したアップグレードファイルを確認して
「次へ」をクリックします。
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ソフトウェアのアップグレード

アップグレードが開始されます。

ファイルのアップロードを行っています。

UnityVSAはSPが一つしかないので自動で
再起動にチェックを入れて下さい。
「次へ」をクリックします。



230© Copyright 2016 EMC Corporation. All rights reserved.

ソフトウェアのアップグレード

内容を確認して「完了」をクリックします。
ソフトウェアのアップグレードは全自動で実行されま
す。途中Unisphereのセッションが切れますがその

まましばらくお待ちください。アップグレードに要する
時間は環境によりますが大体40-60分前後です。
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ソフトウェアのアップグレード

アップグレードが正常に完了した事を確認し、
Unisphereの再ロードをクリックします。 Unisphereが正常に起動する事を

確認します。これでアップグレード
が完了しました。
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ソフトウェアのアップグレード

Unisphere起動後に設定→ソフトウェアアッ
プグレードをクリックしてUnityOSのバージョ
ンが上がった事を確認しておいて下さい。
確認後「閉じる」をクリックします。
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REST APIの使用例
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REST APIの使用例
UnityではREST APIを使用する事
が出来ます。当然PerlやPython等
のスクリプト言語やcURL等のツー

ルでも実行出来ますが、ここでは
FirefoxにREST Easyと言うAdd

onをインストールして、Webブラウ
ザからREST APIを実行する手順
にて解説をします。

インストールを実行します。

インストールが完了しました。
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REST APIの使用例
Firefoxに生成されたREST Easyア
イコンをクリックします。

新しいTabが開いてREST Easyが
起動します。
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REST APIの使用例

最初に「Headers」に左記の
［Name / Value］ペアを追加
します。これらのヘッダーは、
REST APIコールが送信され
ていることをシステムに伝え
ます。

name Value

Accept application/json

Content-Type application/json

X-EMC-REST-CLIENT true
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REST APIの使用例
https://10.32.210.25/api/types/basicSystemInfo/instances.

Headersの入力が終わりましたらREST API

のGETリクエストを実行します。
左記のリクエストを入力して「Send」をクリック
します。リクエストが正常に受付られると「200 

OK」と表示されます。

［Raw］タブには、システムから返された生の
JSON（JavaScript Object Notation）データが
報告されます。データを調べると、いくつかの
データの中でシステムのモデル(UnityVSA)、
ソフトウェアのバージョン（4.0.1）、システムの
名前(UnityVSA01)を確認できます。
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REST APIの使用例 いくつかGETリクエストを実行してみましょう。
https://10.32.210.25/api/types/storageResource/instances

ストレージの内部情報などが表示されます。
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REST APIの使用例

次にリクエストをポストしてみましょう。
システムへのREST APIリクエストでは、
Unisphereにログインする必要がありま
す。GETリクエストはログインだけで十分
ですが、他のタイプのリクエストでは、
EMC-CSRF-TOKENと呼ばれる認証
トークンが必要になります。

［Headers］領域からEMC-CSRF-

TOKENの名前と値を、左側のナビゲー
ション ペインの［Name/Value］テーブル
にコピーして「＋」をクリックします。
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REST APIの使用例

次にリクエストに含める情報を追加します。
「Data」にあるオプション項目で「Custom」
を選択し、以下の内容を入力します
このリクエストは新規に“RESTuser”と言う
ユーザーを作成する内容になります。

application/json

{

"name":"RESTuser",

"role":"operator",

"password":"Password123!"

}
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REST APIの使用例
https://10.32.210.25/api/types/user/instances

「POST」を選択して左記のリクエストを入力し、
「Send」をクリックします。環境によりますが、
結果が返ってくるまで多少時間がかかります。

リターンコード「201 Created」が表示されたら
リクエストが受け付けられ完了しました。

もし4xx等のエラーが表示された場合は文字
列や入力したToken等に間違いが無いかご
確認ください。
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REST APIの使用例

実際にユーザーが作成されたかを確認します。
Unisphereにログインして「設定」→「ユーザーおよび
グループ」→「ユーザー管理」をクリックして下さい。

「RESTuser」が新規に作成されていればOKです。
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REST APIの使用例

次にREST APIでLUNを新規作成してみま
しょう。

リクエストで指定するPoolやvDISKなどはこ
ちらで設定した名前ではなくシステム内部で
持っているID情報を使用します。まずはPool

の内部IDを確認するために左記のリクエスト
をSendします。

メッセージのRawを見るとPoolのIDは
“pool_2”という事がわかります。（この
UnityVSAではPoolが一つしかありませんが、
実際には複数のPoolが表示されると思いま
すので選択にはご注意ください）

https://10.32.210.25/api/types/pool/instances
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REST APIの使用例 それではリクエストをPOSTします。
まずはLUNのパラメーターを指定します。
名前は任意ですが、PoolのIDは先ほど調
べたIDを指定して下さい。
{

"name":"LUN-RestAPI",

"lunParameters":

{"pool":{"id":"pool_2"},

"size":10737418240}

}

Sizeは例えば10GBの場合は
10(GB)x1024x1024x1024の数値を指定
します。->10737418240

なお各パラメータの文字は大文字小文字
が区別されてますのでご注意下さい。
例： lunParameters→ lunparameters×

入力出来ましたら「Send」をクリックします。

https://10.32.210.25/api/types/storageResource/action/createLun

しばらくして「200 OK」が表示された
ら正常終了です。
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REST APIの使用例

それではLUNが新規作成出
来たか確認をします。

Unisphereをにログインして
「ストレージ」→「ブロック」→
「LUN」をクリックします。

見ると「LUN-RestAPI」が
10GBで作成されています。

これ以外にも色々なオペレー
ションが出来ますので、ご興味
のある方は試してみて下さい。
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REST APIの使用例

UnityでREST APIを使用する場合は左記の製品
Guide等を参照して下さい。

https://support.emc.com/docu69331_Unity_Family_Unis

phere_Management_REST_API_Programmer's_Guide.

pdf?language=en_US
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REST APIの使用例
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REST APIの使用例
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REST APIの使用例

参考情報

https://support.emc.com/docu69331_Unity_Family_Unisphere_Management

_REST_API_Programmer's_Guide.pdf?language=en_US

https://support.emc.com/docu69899_Unity_Family_Unisphere_Management

_REST_API_Reference_Guide.zip?language=en_US
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